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従来，事故リスクの影響要因の分析においては，車線数や縦断勾配等の道路構造要因，天候・日照量等

の環境要因等が用いられており，近年では，トラカン等によって計測された交通量や交通密度等の交通流

要因が及ぼす影響についても盛んに分析がなされている．しかしながら，交通流要因に着目した分析のほ

とんどが交通量等の集計量を扱っているため，その構成要素である個々の車両の挙動や車両間の走行挙動

のハラツキ等による影響は考慮されていない．そこで本研究では，個別車両の速度や加速度，及びそれら

のバラツキ等が把握可能なプローブデータを用いて，それら車両の走行挙動が事故リスクにどのような影

響を及ぼすのかについて，四国の高速道路を対象に分析した結果を報告する． 
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1. はじめに 

 

四国の高速道路における事故発生件数は，近年増加傾

向にあり，平成25年には約2,100件の交通事故が発生し，

それに伴う死傷者数は300人超に及んでいる1)．このよう

な人的・物的損失に加え，高速道路は迂回路がなく，ま

た四国の高速道路には暫定二車線区間も多いことから，

一旦事故が発生すると激しい渋滞を招きやすく，事故に

よる渋滞損失も相当額に及ぶ．これまでも，ハード・ソ

フトを問わず，事故削減に向けた様々な対策が実施され

ているが，このような趨勢を鑑みるに，今後は現状の事

故対策を継続的に実施するとともに，これまでとは異な

る視点に立った事故対策アプローチを検討・実施する必

要があろう．  

事故対策アプローチを検討するには，まず事故の起こ

りやすさ（以下，「事故発生リスク」と呼称）に影響を

及ぼす要因を特定する必要があることから，これまでも

多数の研究がなされており，曲率半径や分合流部等の道

路構造要因2),，天候・日照量等の環境要因3),，個人属性

や身体能力等の人的要因4)に加え，近年では平均速度や

交通量等の交通流要因に着目した研究5)も盛んに行われ

てきている．このうち，交通流要因に着目した研究につ

いて，分析に用いられる交通流データは，特定の地点に

おいて車両感知器から獲得される道路断面観測データが

ほとんどである．この場合，交通流状態と事故発生リス

クとの関係を精緻に分析するにあたり，主に2つの問題

が生ずる． 

1つめは，車両感知器が存在しない区間があるため，

多くの場合，近傍の車両感知器の観測データを同区間の

交通流状態とみなした分析が行われている点である．特

に四国の高速道路では，車両感知器がIC間に1つしか存

在しないため，分析においてはIC間での交通流状態の空

間分布は同一であるとの仮定をおかざるを得なくなる．

これに対し，同一IC間であっても，サグやクレスト，ト
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ンネル区間をはじめとする様々な区間が存在し，それに

よって交通状態も大きく異なるであろう．ゆえに，連続

的な交通流状態の観測データに基づく事故リスクの分析

が望まれる． 

2つめは，交通流状態を表す変数としては，平均速度

や交通量等の集計的な交通状態量がほとんどであり，そ

れを構成するミクロな車両挙動はブラックボックスとし

て扱っている点である．一方で，平均速度や交通量が同

一であっても，それを達成するような個々の車両の挙動

パターンは無限に存在し，場合によっては，車両間での

挙動のばらつきが事故リスクに大きな影響を及ぼしてい

る可能性がある．ゆえに，感知器データに加え，個々の

車両挙動が連続的に把握できるようなデータを併せて分

析することが望まれる． 

上記のような問題点の緩和に資するデータソースの1

つとして，プローブカーデータの利用が考えられる．プ

ローブカーは通過車両の一部には過ぎないが，連続的な

走行軌跡データが獲得できるため，車両感知器がカバー

しなかった道路区間における交通流状態を把握すること

ができる．加えて，複数のプローブカーの走行挙動デー

タを用いることで，走行速度や加速度のバラツキを把握

することもできる．実際，プローブカーデータを用いた

交通事故分析6)は近年盛んに行われつつあるが，急制動

と事故との関係分析や，潜在的危険箇所の抽出に関する

分析が主流であり，車両挙動のバラツキに関する研究は

ほとんどなされていない． 

そこで本研究では，交通流状態を連続的に把握するこ

とができるプローブカーデータを活用し，100m単位に

分割した各道路区間における車両走行挙動と事故発生リ

スクとの関係を把握することを目的とする．具体的には，

商用車プローブカーデータと一般車プローブカーデータ

を用いて，松山自動車道下り線，いよ西条IC～川内IC間

を対象とし，車両の走行速度，加速度および速度のバラ

ツキに着目して，各道路区間別の事故発生件数と車両走

行挙動の関係を分析する． 

 

 

2. 用いるデータの概要 

 

(1) 対象区間 

本研究では，松山自動車道いよ西条IC～川内IC区間下

り線（図-1 参照）を対象とする．同区間は山間部に位

置する区間長約36kmの事故多発区間である．  

 

(2) プローブカーデータの概要 

利用したプローブカーデータは一般車のプローブカー

データ（本田技研工業株式会社）ならびに商用車のプロ

ーブカーデータ（富士通株式会社）である．まず，商用

車プローブカーデータは，最大積載量 5トン以上，車両

総重量 8トン以上の貨物商用車から取得したデータであ

り，1 秒単位の車両位置座標，速度，加速度等が得られ

ている．データ取得対象期間は平成 26年 9月 30日～10

月 15 日であり，分析には，対象区間を通行した商用車

両 194台，のべ 655トリップのデータを用いる．一方，

一般車プローブカーデータからは，100m 単位の道路区

間ごとに 15 分単位での通過車両台数と平均速度等が得

られている．すなわち，同データはプローブカーから得

られた個々の車両挙動データを，時空間に応じて集計し

たデータであり，商用車データとは質が異なることに注

意されたい．なお，データ取得期間についても，商用車

プローブカーデータとは異なり，平成 26年 6月 1日～7

月 31日である．  

 

(3) 交通事故データ 

交通事故データとしては，対象区間において平成19年

から平成22年の4年間に発生した事故264件のデータを用

いる．事故データには，事故発生日時，発生地点，事故

類型等のデータが含まれている． 

 

 

3. 分析結果 

 

(1) 走行速度と事故リスクとの関係 

一般に走行速度が高くなると事故を起こす可能性が高

くなると考えられることから，各道路区間の走行速度と

事故リスクの関係を調べた．ここで，事故リスクとは 4

年間で発生した事故件数を表す． 

 図-2 に，各道路区間における平均速度（一般車：全

平均速度データの平均，商用車：全速度データの平均）

と全区間における平均速度との差分，ならびに事故発生

件数を示す．図に示されるとおり，最も事故の発生して

いる区間ではむしろ速度が低下しており，走行速度が高

くなると事故リスクが高くなるとの傾向を認めるには至

らなかった． 

 

いよ西条IC

川内IC

図-1 分析対象区間 
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(2) 走行速度のバラツキと事故リスクとの関係 

 相前後して走行する車両間の走行速度にバラツキが大

きい場合には，車群が形成されやすくなり，追い抜き挙

動や車線変更挙動が増加する．そのため，相対的な車両

の動きが複雑になり事故が誘発されやすくなると考えら

れる．ここで，走行速度のバラツキを生ずる要因として

は，道路幾何構造をはじめとする様々な要因が考えられ

るが，一般車と大型車のような車種の差異によるものが

大きいであろう．実際，商用車については，平成15年9

月1日より，新たに登録する大型貨物商用車（車両総重

量8トン以上又は最大積載量5トン以上）に対し，

90.0km/hを超えて加速できないようにする速度抑制装置

（スピードリミッタ）の搭載が義務付けられていること

も相俟って，本研究で用いるデータにおいても，平均速

度は一般車の方が高くなっている．そこで，「走行速度

のバラツキが大きくなると事故リスクが高くなる」との

仮説をたて，以下の手順にて同仮説の検証を行った． 

 前述の通り，本研究で使用するデータは，一般車と商

用車で質が異なることから，走行速度の分散を評価する

ことができない．そこで，本分析では，走行速度のバラ

ツキを示す指標として，商用車の平均速度と普通車の速

度との速度差を用いることとした．具体的には，図-3 に 

表-1 単回帰モデルの推定結果 

説明変数 回帰係数 t値 

定数項 -0.0965 -0.42 

速度差（km/h） 0.148 3.70 

サンプル数 360 

R2値 0.0368 

 

示すように，各道路区間において，商用車プローブカー

の走行速度が獲得された時間帯を対象として，一般車両

の平均速度から大型車プローブの走行速度を差し引くこ

とで各時間帯における速度差を求め，同速度差の算術平

均をもって同区間における商用車と一般車の走行速度差

を算出した． 

走行速度差と事故発生件数との関係を統計的に検証す

るために，事故発生件数を被説明変数，商用車と普通車

との速度差を説明変数として用いた単回帰モデルを構築

し，モデル推定を行った結果を表-1 に示す．この結果

より，速度差が大きくなると有意に事故発生件数が増え

る，すなわち走行速度のバラツキが大きくなると事故リ

スクが高くなることが示された．なお，回帰係数より，

平均速度の差が10km/h生ずるような区間では，速度差が

生じない区間と比較して事故件数は4年間で1.5件近く多

いことを示しており，これはかなり大きな影響を示して

いると言えよう． 

 

 

4. おわりに 

 

本研究では，一般車と商用車のプローブデータを用い

て，走行速度と事故リスク，走行速度のバラツキと事故

リスクの関係を分析した．その結果，走行速度と事故リ

スクとの関係は認められなかったのに対して，一般車と

大型車の速度差，すなわち走行速度のバラツキが有意に

事故リスクに影響を与えることを示した．なお，加速度

等についても同様の分析を試みたが，現時点では，事故

図-2 事故発生件数と走行速度 
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リスクとの有意な関係性は確認できていない． 

本研究は，質の異なるプローブカーデータを事故リス

ク分析に用いた基礎的な分析であり，多くの課題が残さ

れている．第一に，2種類のプローブカーデータの取得

期間が異なることに加え，事故データの期間とも合致し

ていない点が挙げられる．ゆえに，今後は同一時期のデ

ータを用いるなどして，より直接的な関係性を分析する

必要がある．次に，本研究では対象区間を限定したため，

区間内での道路幾何構造のバリエーションが少なく，走

行挙動との関係性を分析するには至っていない．事故対

策を検証する上では，そのような分析は不可欠であるた

め，対象区間を拡大しつつ，また，量的な評価が可能な

感知器データを併せて用いた分析を行う必要がある．  
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